
淡路島のヒメオサムシ

兵庫県Fのヒメオサムシの分布

（兵庫県甲虫相資料・69）
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Carabus(Ohomopterus)japt)nicusMotschulsky,1857.,

）からjLl録されたのは桂孝次郎氏の報文(1969)が始めてのようであるが堀

47《|;から既に採集しておられた（堀田，1976）。筆者も同氏の御好意で同氏

6(1950年8ノjl6BIを御送り頂いて現在所有している。その後再び桂氏が

ヒメオサームシ

が淡路島（先1II)から記録されたのは桂孝次郎氏の報文(1969)が始めてのようであるが塊

田久氏は1947fi;から既に採集しておられた（堀田,1976)。筆者も同氏の御好意で同氏

採集の先IIII*16(1950イf8ノjl6BIを御送り頂いて現在所有している。その後再び桂氏か

淡路島曜のヒメオサムシを報せられ（1971），久松定成氏も写真を付してこの種の記録を発表

しておられる。(1973)。

躯者は何んとか''1分の派で採集してみたいものだとたぎ先山にはいるという知識のみで1978

年3ﾉ19[Iこの地力に採蝶を試みた。幸にして16,39が採集出来この地方にいる確認が出来て ｜

’

大変謀んでいる。

Ｉ
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兵庫県におけるヒメオサムシ（アキオサムシ）の分布
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見た。

!Z1'I",l1難ヒメオサムシ（アキオサムシ)6交尾器

ノ
／

大撫山産先lll産砥峯産大撫山産
1978.lll．9 1977．Ⅸ、31976．Ⅲ、131977．Ⅲ。11

交l色器の形状から兄ればそれ程顕普な違いは無い。先山産はどちらかと云えば先端が尖っている。

砥ノ寒唯の父l進器は篠llll稚のものに良く似ている。この事は生野産が篠山産に似ているとされてい

るので（小悔,1970),この辺のものは同じ様なのを産するのかもしれない。大撫山産のもの

は原咽のものに近いように思われる。（中根,1962)。

久松氏は淡路脇廉のものは明るい銅色を呈しているとされ，桂氏も背面の色がすべて明るい赤銅
色あるいは緑色の金属)上沢をおびたものでchugokuensisの様に異色型のものは採集でき

ないとされている。篠lll産も明るい銅色をおびているとなっているが筆者の手許にある淡路島産の

ものの内lgは"I成り背面が照色味がかっており，大撫山産216,31gも可成り明るい銅色を
呈するものもおりまた照色味がかったのも割合いる。むしろ外見的な感じからすれば淡路島産のも
のは大きいとうけとられる。実際に体長を計って見ると先山産623"g24mm,砥ノ峯産82

2jﾜz〃，人撫III"822.5"",g23""と淡路産のものがや蚤大きく原亜種に良く似た感じを受ける。
砥ノ峯雄は人変小さい感じで篠lll産も小さいとのことである。従って淡路島産のものが特に兵庫県

廉の他の地域のものと人きな相違がある様には思われない。むしろもっと大きな視野で眺めて見な

いとよくわからない（確かにkaratsuanus,ikiensis,tsushimaeとは明らかに違

うし,Ohomopterus群の中の他の種とは可成り違う。）それには中国各地，九州，四国の標
本をもつと数多く検討して見ないとわからない，逆に今迄の報文には兵庫県下の標本が余り検討さ

れていない様な点が見受けられる。

以上の様なわけで淡路烏のヒメオサムシ（アキオサムシ）は大変興味ある種の1つだとは思われ

る，だがなぜ先lllにしか廉しないかという点ははっきりしない，それと淡路島にどうしてマヤサン
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オサムシがいないのだろうか,マヤサンオサムｼは兵願県下では可成り広範囲に分布している顧鐡

ある（たざそれ程多い稲ではない

オサムシが混艇していることにな

ヤサンオサムシがいない。兵匝県

シに就いてはほとんど採集出来な
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